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Ⅰ 入学者の受入方針 

 

【入学者の受入方針（アドミッション・ポリシー）】 

 北の森づくり専門学院では、北海道の豊かな生態系をはぐくむ森林を守り、育て、将来の世代

に引き継いでいく、百年先を見据えた森林づくりを推進するという理念のもと、林業・木材産業

の即戦力となり、将来的に企業等の中核を担う地域に根差した人材の育成を教育目標としていま

す。 

 このため、林業・木材産業の専門的な知識や技術の習得に必要となる能力・意欲・適性を考査

し、一定の知識と主体的に学ぶ態度を有し、本道の森林づくりへの意欲に溢れた多様な人材を、

広く道内外から募集します。 

 

 

Ⅱ 募集定員等 

 

区 分 募集定員 修学期間 称 号 

専門課程 林業・木材産業学科 40 人 ２年間 
専門士 

(農業専門課程(林業・木材産業)) 

 

 

Ⅲ 授業料等の費用 

 

入学検定料 4,220 円 

入学料 10,810 円 

授業料 年間 16 万 3,200 円 

その他 

 ２年間の必要経費として、資格取得費用※・防護服等被服・傷害保険等を合

わせて85万円程度のほか、短期就業体験実習及び長期就業実践実習に係る交通

費及び宿泊費等の実費がかかります。 

 詳細は「Ⅸ納付金・奨学制度・その他」の入学後の納付金をご覧ください。 
※  伐木業務従事者、車両系建設機械、不整地運搬車運転など最大１６の資格等 
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Ⅳ 募集方法・日程 

 

【募集方法】 

試験区分 種 別 内 容 備 考 

推薦入学 

指定校制学校推薦 ・本校が指定する高等学校の長が推薦する者を募集 

 
公募制学校推薦 ・高等学校等の長が推薦する者を募集 

企業推薦 
・道内の林業・木材産業関係企業等の長が推薦する

者を募集 

一般入学 
一般選考 ・道内外の新卒者などを募集  

社会人選考 ・道内外の転職希望者やUIターン希望者などを募集  

 

【日程】 

試験区分（種別）・会場 日 程 

推薦入学※１ 
公募制学校推薦 

企業推薦 

旭川・札幌 
帯広・東京 

出願期間 令和７年(２０２５年)９月２９日(月)～10月１７日(金) 

実施日 令和７年(２０２５年)10月２７日(月) 

合格発表 令和７年(２０２５年)11月４日(火) 

一

般

入

学 

一般選考 

（第１回） 
旭川・札幌 
帯広・東京 

出願期間 令和７年(２０２５年)10月８日(水)～10月２９日(水) 

実施日 令和７年(２０２５年)11月１０日(月) 

合格発表 令和７年(２０２５年)11月２１日(金) 

（第２回※２） 
旭川・札幌 

出願期間 令和８年(２０２６年)１月５日(月)～２月４日(水) 

実施日 令和８年(２０２６年)２月１５日(日) 

合格発表 令和８年(２０２６年)２月２５日(水) 

社会人選考 

（第１回） 
オンライン 

出願期間 一般選考(第１回)と同日 

実施日 令和７年(２０２５年)11月９日(日) 

合格発表 一般選考(第１回)と同日 

（第２回※２） 
オンライン 

出願期間 

一般選考(第２回)と同日 実施日 

合格発表 
※１ 推薦入学のうち指定校制学校推薦に係る会場及び日程は、対象校へ別途通知します。 

※２ 募集定員を満たした場合、第２回の一般入学試験は実施しません。 

  第２回の一般入学試験の実施の有無は、令和７年(２ ０ ２ ５年)12月１０日(水)までに、北の森づ

くり専門学院ホームページにて公表します。 

 

 

Ⅴ 出願資格 

 

【推薦入学（指定校制学校推薦）】 

 本校が指定する森林・林業・木材産業分野に係る教育を履修または積極的に取り組んでいる

学校の長が推薦する者で、対象校にのみ別途通知する要件に該当する者。 
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【推薦入学（公募制学校推薦）】 

 道内の林業・木材産業企業等への就業を希望する、次のすべての要件に該当する者。 

（１）学校教育法第１条に規定する高等学校もしくは中等教育学校の卒業者（令和８年(２０２６

年)３月卒業見込みの者を含む）又は同等以上の学力を有すると知事が認めた者 

（２）昭和６０年(１９８５年)４月２日以降に生まれた者 

（３）合格した場合、本校に入学することが確実である者 

（４）在籍する学校の長が推薦し、評定平均値が3.5以上の者（ただし、短大・大学等は評定を

問わない） 

 

【推薦入学（企業推薦）】 

 道内の林業・木材産業企業等への就業を希望する、次のすべての要件に該当する者。 

（１）学校教育法第１条に規定する高等学校もしくは中等教育学校の卒業者（令和８年(２ ０ ２ ６

年)３月卒業見込みの者を含む）又は同等以上の学力を有すると知事が認めた者 

（２）昭和６０年(１９８５年)４月２日以降に生まれた者 

（３）合格した場合、本校に入学することが確実である者 

（４）北海道林業事業体登録実施要綱の規定により登録を受けた林業事業体、又は道内の林

業・木材産業の関連団体※１の構成員となっている企業の長が推薦し、次のいずれかの要件

に該当する者 

  ア 当該推薦者が卒業後に採用する見込みのある者で、かつ、志望理由書に当該推薦者の

所属する企業に就職を希望する旨の記載がある者 

  イ 当該推薦者が雇用している者で、かつ、卒業後も継続して雇用する見込みのある者 
※１道内の林業・木材産業の関連団体一覧 

 

【一般入学（一般選考）】 

 道内の林業・木材産業企業等への就業を希望する、次のすべての要件に該当する者。 

（１）学校教育法第１条に規定する高等学校もしくは中等教育学校の卒業者（令和８年(２ ０ ２ ６

年)３月卒業見込みの者を含む）又は同等以上の学力を有すると知事が認めた者 

（２）昭和６０年(１ ９ ８ ５年)４月２日以降に生まれた者 

  

団  体  名 

北海道林業協会 (一財)北海道林業会館 札幌地方木材協会 

北海道森林組合連合会 北海道森林組合振興協議会 旭川地方木材協会 

北海道木材産業協同組合連合会 北海道木材利用推進協議会 道南地方木材協会 

(一社)北海道治山林道協会 (一社)北海道林産物検査会 東北海道木材協会 

(一社)北海道造林協会 林業・木材製造業労働災害防止協会 北海道支部  北見地方木材協会 

北海道山林種苗協同組合 北海道カラマツ製造業協議会 北海道木材輸入懇話会 

(公社)北海道森と緑の会 トドマツ人工林協議会 日本木材防腐工業組合 北海道地区部会 

栄林会 (一社)日本フローリング工業会 北海道・東北支部 北海道木材青壮年団体連合会 

（一社）北海道林業機械化協会 (公財)日本合板検査会 北海道検査所 (一社)北海道林産技術普及協会 

（一社）北海道森林土木建設業協会 北海道木材市場協同組合 北海道広葉樹協議会 

（一財）北海道森林整備公社 (一社)日本ツーバイフォー建築協会 北海道支部  北海道集成材工業会 

北海道素材生産業協同組合連合会 (一社)北海道民営苗畑共済会 北海道天然木化粧合単板工業協同組合 

北海道森林整備事業連合協議会 北海道水源林造林協議会 (一社)札幌林材協会 

北海道森林土木設計協会 北海道繊維板工業会 札幌地方素材生産事業協同組合 

北海道林業土木連合協議会 － － 
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【一般入学（社会人選考）】 

 道内の林業・木材産業企業等への就業を希望する、次のすべての要件に該当する者。 

（１）学校教育法第 1条に規定する高等学校もしくは中等教育学校の卒業者（令和８年(２０２６

年)３月卒業見込みの者を含む）又は同等以上の学力を有すると知事が認めた者 

（２）昭和６０年(１９８５年)４月２日から平成１５年(２ ０ ０ ３年)４月１日までに生まれた者 

（３）令和８年(２０２６年)３月末日現在で民間企業等における職務経験が５年以上の者※２※３ 
※２ 民間企業等での職務経験は、次のものを含むものとする。なお、正規職員としての職務のほ

か、派遣職員やアルバイト、パートなどでの勤務も職務経験の対象とする。 

  ア NPO 等の非営利法人での勤務経験 

  イ 国又は地方自治体での勤務経験（任期付職員としての勤務経験も職務経験期間に通算

する。） 

  ウ ボランティア経験（JICAボランティア（青年海外協力隊）など継続して行うもので、

証明可能なものに限る。） 
※３ 民間企業等における勤務経験の期間は、一つの法人等における勤務が継続して６月以上

（平均して週20時間以上の勤務）であるものを対象とし、個々の就業期間を通算できるものと

する。 

 

 

Ⅵ 出願手続き 

 

（１）願書提出期間と手続き 

願書 

提出期間 

推薦入学※１ 令和７年(２０２５年)９月２９日(月)～10月１７日(金) 

一般入学(第１回) 令和７年(２０２５年)10月８日(水)～10月２９日(水) 

一般入学(第２回) 令和８年(２ ０ ２ ６年)１月５日(月)～２月４日(水) 

出願 

手続き 

 出願書類を北の森づくり専門学院へ直接持参、郵送または電子申請してくださ
い。 
 〔提出先〕 
  〒078-8381 北海道旭川市西神楽 1線10号 
  北の森づくり専門学院教務課 宛 

提
出
方
法 

直接持参 
○受付時間は、月曜日～金曜日（祝日除く）、午前８時45分か
ら午後５時30分までです。 

郵 送 
○願書提出期間最終日の必着です。封筒の表に「北の森づくり専門
学院出願書類在中」と朱書きしてください。 

電子申請 

○願書提出期間最終日の午後５時30分までです。 
○電子申請は、北海道電子自治体共同システムを利用した「北海
道電子申請サービス」による手続きです。申請フォーム等は「北
の森づくり専門学院ホームページ」をご覧ください。 
URL https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/kms/127106.html 
○全ての必要書類が電子化（PDFファイルや写真データ等）できな
い場合、直接持参または郵送により提出してください。 

 受付後、受験票を郵送（直接持参または郵送の場合）またはメール送付（電子申請の場合）し

ます。 
※１ 推薦入学試験のうち指定校制学校推薦に係る願書提出期間は、対象校へ別途通知します。 
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（２）出願書類（○必要、×不要） 

推薦※２ 
(公募制学校推薦 ) 

推薦※２ 
(企業) 

一般 
(一般) 

一般 
(社会人) 

必要書類 参  考 

○ ○ ○ ○ 入学願書 別記第１号様式 

○ ○ ○ ○ 身上調書 別記第２号様式 写真を貼付する 

○ ○ ○ ○ 受験票 別紙１ 写真を貼付する 

○ ○※３ ○ ○ 志望理由書 別紙２ 

○ 
別紙３－１ 

○ 
別紙３－２ 

× × 推薦書 
別紙３－１ 
別紙３－２ 

○ × × × 調査書 大学・短大は成績証明書とする 

× ○ ○ ○ 卒業証明書 在学中の場合は卒業見込証明書とする 

○ ○ ○ ○ 健康診断書 
別紙４ ３ヶ月以内に医師が作成したもの
（学校等が実施の健康診断の写し可） 

× × × ○ 職務経歴書 
別紙５ 過去５年以上の職務経歴を記入す
る。 

○※４ ○※４ ○※４ ○※４ 
返信用封筒 
〔２枚〕 

定型封筒長形３号(12cm×23.5cm)に志願者の
宛先を明記し、３２０円分の切手を貼り付けたも
のを２枚。 

○ ○ ○ ○ 提出リスト 別紙様式 

※２ 推薦入学試験のうち指定校制学校推薦に係る出願書類は、対象校へ別途通知します。 
※３ 推薦入学試験（企業推薦）は、卒業後の就職希望先を本文中に記入してください。 
※４ 電子申請の場合は、提出不要です。 

（３）注意事項 

 ・推薦入学試験の志願者は、一般入学（一般選考）試験（第１回）との併願になります。 

 ・受理した出願書類及び入学検定料は、返還しません。 

（４）入学願書等記入方法 

 ・提出書類は、すべて黒インクで記入してください。 

 ・願書の記載や提出書類等に不備があると受付できない場合があります。 

 

入学願書（別記第１号様式） 

区 分 記入に当たっての注意事項 

入学願書 ○ 推薦入学、一般入学ともに同じ様式です。 

入学検定料 

○ 入学検定料4,220円の納入方法は、次のとおりです。 

 ・北海道収入証紙の詳しい情報は「北海道出納局会計管理室調達課」のホームページに掲載されて
います。 

   https://www.pref.hokkaido.lg.jp/st/cut/syoushi.html 
 ・クレジットカード・Pay-easy（インターネットバンキング）は、北海道電子申請サービスから、

インターネット上のキャッシュレス決済サイトにアクセスし、決済します。なお、クレジットカー
ド決済の場合、手数料を負担していただきます。 

 ・「電子マネー」収納（PayPay 払い）は、北の森づくり専門学院に配置の二次元コードを志願者が
スマートフォン等で読み取って頂きます。 

出願書類 
提出方法 

北海道 
収入証紙の貼付 

クレジットカード・Pay-
easy（インターネットバ
ンキング） 

「電子マネー」収納 
（ＰａｙＰａｙ払い） 

直接持参 ○ × ○ 
郵  送 ○ × × 
電子申請 × ○ × 
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保護者 

○ 志願者が出願時に未成年の場合のみ、親又はこれに代わる方を記入してく

ださい。 

 ア 「本人との関係」欄は、志願者からみた保護者の続柄です。 

  ［例：保護者が父親（志願者が保護者の子）である場合⇒父］ 

 イ 「職業」欄は、具体的に記入してください。 

  ［例：団体職員⇒団体職員（○○農協）、会社員⇒会社員（○○産業(株)）］ 

希望受験地 

○ 「旭川」、「札幌」、「帯広」、「東京」または「オンライン」のいずれかを

記入してください。 

  なお、推薦入学試験の志願者は、一般入学試験（一般選考）の第１回に限り、

同一の願書で受験が可能です。なお、不合格となった推薦入学試験の志願者が一

般入学試験（一般選考の第１回を受験する場合、受験地は推薦入学試験と同じ会

場となります。 

 

身上調書（別記第２号様式） 

区 分 記入に当たっての注意事項 

写 真 ３ヶ月以内に撮影した、正面上半身、無帽、無背景のもの。 

最終学歴 志願者の最終学歴について学校名と学科名を記入してください。 

職 歴 職歴がある場合は直近の２つまで記入してください。 

取得資格・免許 志願者に関わる事項を記入してください。 

 

 

Ⅶ 選考方法 

 

 入学者の選考は、小論文（一般入学試験（一般選考）に限る）及び面接の結果を総合的に審査

して行います。 

 

【推薦入学（指定校制学校推薦）】 

 対象校へ別途通知します。 

 

【推薦入学（公募制学校推薦）】 

実施日 令和７年(２０２５年)10月２７日(月) 

受付時間 面接時間の20分前までに会場で受付をしてください 

科目等 面 接※１ 午前９時30分～午後５時の間で受験番号順に実施 

場所※１ 

旭川会場 
北海道旭川市西神楽１線 10 号 

北の森づくり専門学院 

札幌会場 
北海道札幌市中央区北２条西７丁目 

かでる２．７ 

帯広会場 
北海道帯広市東３条南３丁目１番地 

十勝総合振興局 

東京会場 
東京都千代田区有楽町２丁目10番１号 

東京交通会館 
※１ 面接時間や会場の詳細（集合場所など）は、返信された受験票等に記載されます。 
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【一般入学（一般選考）】 

実 施 日 
第１回(旭川・札幌・帯広・東京) 令和７年(２０２５年)11月１０日(月) 

第２回(旭川・札幌)※２ 令和８年(２０２６年)２月１５日(日) 

受付時間 午前９時00分～９時30分 

科 目 等 
小論文 午前９時45分～午前10時45分 

面 接 午前11時～午後５時の間で受験番号順に実施 

場所※３ 

旭川会場

（第１回） 

北海道旭川市西神楽１線10号 

北の森づくり専門学院 

札幌会場 

（第１回） 

北海道札幌市中央区北２条西７丁目 

かでる２・７ 

帯広会場 

（第１回） 

北海道帯広市東３条南３丁目１番地 

十勝総合振興局 

東京会場 

（第１回） 

東京都千代田区有楽町２丁目10番１号 

東京交通会館 
※２ 第２回の一般入学試験（一般選考）の試験会場は、受験票の返信時にお知らせします。 
※３ 会場の詳細（集合場所など）は、返信された受験票等に記載されます。 

 

【一般入学（社会人選考）】 

実 施 日 
第１回(オンライン) 令和７年(２０２５年)11月９日(日) 

第２回(オンライン) 令和８年(２０２６年)２月１５日(日) 

科 目 等 面 接 午前11時～午後５時の間で受験番号順に実施 

場  所 

 オンライン試験（Webによる面接）は、インターネット回線に接続され、カメ

ラ、マイク及びスピーカーが認識されたパソコンまたはタブレット等をご用意く

ださい。 

 実施日の１週間前までに、(1)接続テスト用のURL情報、(2)試験日当日のURL情報、(3)開始時

間を含めた受験に関する諸注意をメールにてお送りします。@pref.hokkaido.lg.jp を受信でき

るように設定をお願いします。 

 モバイルネットワークで受験される場合は、通信料金が高額になる場合がありますので、有

線接続または Wi-Fi 環境での受験をおすすめいたします。 

 

 

Ⅷ 合格発表 

 

発表日 

推薦入学※１ 令和７年(２０２５年)11月４日(火) 

一般入学(第１回) 令和７年(２０２５年)11月２１日(金) 

一般入学(第２回) 令和８年(２０２６年)２月２５日(水) 

方 法 

 発表日の午前10時以降、受験番号のみを北の森づくり専門学院ホームページに

掲載します。 

 また、郵送にて合否を本人に通知します。 

 合否に関しての電話等による照会には一切応じません。 

 合格者に対して関係書類を郵送しますので、所定の日まで入学手続きを行ってください。 
※１ 推薦入学試験のうち指定校制学校推薦に係る合格発表日及びその方法は、対象校へ別途通

知します。  
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Ⅸ 納付金・奨学制度・その他 

 

【入学後の納付金（令和７年度 概ねの必要経費）】 

学年 
入学料 

（入学手続時） 
授業料※１ 
（年間） 

その他経費※２ 
合 計※５ 

 内訳 

１年生 10,810 円 163,200 円 
669,000 円 

程度 

生徒諸費※３ 
教材費 
被服･道具 
(任意購入)※４ 
資格取得 
(選択科目) 
実習用品 

473,500 円 
4,000 円 

110,000 円 
 

77,000 円 
 

4,500 円 

843,000 円 
程度 

２年生 － 163,200 円 
221,000 円 

程度 

生徒諸費※３ 

資格取得 
(選択科目) 

113,000 円 
108,000 円 

 

385,000 円 
程度 

合計 10,810 円 326,400 円 
890,000 円 

程度 
－  

1,230,000 円 
程度 

※１ 授業料は、年間分を４月及び10月の２期に分けて納付して頂きます。 
※２ その他経費は、４月10日頃までに42万円程度、残額を８月31日頃までに、所定の銀行口座

に振り込んで頂きます。 

  なお、緑の青年就業準備給付金及び修学環境整備給付金の初回給付は７月を予定しており

ますのでご注意ください。 
※３ 生徒諸費には、傷害保険掛金、北森会（生徒会）費、実習経費（宿泊・移動）、被服・道具

（必須購入）、資格取得（必修科目）、蜂刺対策費等が含まれます。 
※４ 被服・道具（任意購入）には、雨具、長靴、腰鉈、冬山装備品等が含まれます。 
※５ 被服・道具（任意購入）（最大11万円程度）及び資格取得（選択科目）（最大18万円程度）

を含めた費用です。また、納付金以外に別途、短期就業体験実習及び長期就業実践実習に係

る交通費及び宿泊費等が必要となります。 

 

【緑の青年就業準備給付金（国の制度）】 

 林業分野への就業に向け、林業大学校等において必要な知識等を習得する青年に対し、在学

期間中に最大で年間１４２万円（国の予算措置により変動し、令和３年度は最大１１４万円、令和４

年度より令和６年度は最大１４２万円でした。）を給付金として支給する国の制度です。給付時期

は、年３回（７・10・３月）を予定しています。 

 なお、林業分野へ就業しないなど給付要件を満たさなかった場合、本給付金の返還義務が生

じます。 

 詳しくは「林野庁ホームページ」をご覧ください。 

 URL https://www.rinya.maff.go.jp/j/routai/koyou/〈『緑の青年就業準備給付金 林野庁』で検索〉 

 

【修学環境整備給付金（道の制度）】 

 北海道の木材産業分野への就業に向け、北の森づくり専門学院において必要な知識等を習得

する青年に対し、在学期間中に最大で年間１４２万円（道の予算措置により変動し、その年度の緑

の青年就業準備給付金の給付額を上限とします。）を給付金として支給する道の制度です。給付

時期は、年３回（７・10・３月）を予定しています。 

 なお、北海道の木材産業分野へ就業しないなど給付要件を満たさなかった場合、本給付金の

返還義務が生じます。 
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【奨学金制度（日本学生支援機構）】 

 本学院は、学校教育法に基づく専

修学校となることから、独立行政法

人日本学生支援機構の奨学金の給付

対象となります。 

 返還不要の給付型奨学金と、無利

息もしくは低利息で借りることがで

きる貸与型奨学金（第一種、第二

種）があり、学力や家計の基準が細

かく定められています。詳しくは在

学する学校の奨学金担当窓口にお問

い合わせいただくか、「独立行政法人

日本学生支援機構ホームページ」を

ご覧ください。 

 URL  https://www.jasso.go.jp/

〈『奨学金』で検索〉 

 

【支援協議会給付金（北海道林業・木材産業人材育成支援協議会）】 

 道内の林業・木材産業関連団体が主体となって協議会を設立し、企業や市町村等の賛助金等に

より基金を創設して、本道の林業・木材産業の次代を担う人材の育成支援に取り組んでおり、

北海道内で就職を希望する生徒に対し、短期就業体験実習及び長期就業実践実習に係る実習地

までの距離や実習回数に応じて実費の一部が支援されます（概ね年間10万円程度）。 

 

【その他】 

・本学院の教育基本方針、教育計画、パンフレット、入学試験等の情報は、北の森づくり専門

学院ホームページをご覧ください。 

 URL  https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/kms/index.html 〈『北森カレッジ』で検索〉 

  

 種類 
支給額の

目安 
（年間） 

道内
就業
限定 

就業 
分野 
限定 

備考 

1 
緑の青年
就業準備
給付金 

Ｒ３実績: 
114万円 
Ｒ ４ ・ ５ ・ ６
実績: 
142万円 

 ○ 

○林業以外（木材産業や
公務員）に就業した場合
には全額一括返還 
○２・３(給付型)との併
用不可 

2 
修学 

環境整備 
給付金 

当年度の
緑の青年
就業準備
給付金が
上限 

○ ○ 

○北海道の木材産業以
外（林業や公務員）に就
業した場合には全額一
括返還 
○１・３(給付型)との併
用不可 

3 
奨学金 
制度 

月額によ
り異なる 

  
○給付型・貸与型の２種
類があり、給付型は 1・
２との併用不可 

4 
支援協議
会給付金 

概ね10万
円程度 

○  

○道内の林業・木材産業
（但し、市町村職員含
む）に就業意志がある場
合のみ給付 
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〔入学試験等に関するお問合せ先〕 

 募集要項の請求や出願書類の確認など、受験に関することは下記に問い合わせください。 

北海道立北の森づくり専門学院 教務課 

TEL(0166)75-6163 FAX(0166)75-6160 

受付時間：平日８時45分～17時30分（土曜・日曜・祝日は休み） 


